
令和６年度主な施策等一覧（緑政土木局）

区 分 事 項 予 定 額 頁
千円

新 規 地域の身近な公園再整備計画の検討 10,500 1

有機農業支援事業 4,700 2

拡 充 自転車利用環境整備 269,814 3

公共土木インフラの管理業務等におけるＤＸ
の推進

240,950 4

技術職員等の研修の充実 9,312 5

なごやさい・伝統野菜のＰＲ 14,000 6

継 続 堀川圏域の水質浄化 24,000 7

東山動植物園の脱炭素化に向けた取組み 36,000 8





－１－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 
（新規）地域の身近な公園再整備計画の 

検討 
草案頁 ４１頁 

予 定 額 １０，５００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

 子育て支援施策の一環として、地域のニーズを踏まえた身近 

な公園の再整備を効果的に進めていくための計画づくりを行う 

もの。 

２ 内 容 

 ・公園の利用状況、施設の現況やニーズの調査 

 ・子どもや子育て世代、地域住民に望まれる公園の再整備方針 

の検討 

 ・事業優先度の検討 

 ・上記を踏まえた公園再整備計画づくり 

担 当 課 緑地部 緑地事業課        電話 ９７２－２４８６ 



－２－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 （新規）有機農業支援事業 草案頁 ７２頁 

予 定 額 ４，７００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  農薬や化学肥料を使用せずに栽培した米を学校給食に提供す 

ることで、環境にやさしく安全で良質な農産物を供給する有機 

農業をＰＲする。令和６年度は、従来の農業に比べて増加する 

分の栽培に要する経費を生産者に支援する。 

２ 内 容 

 ・有機農法による米の栽培に要する経費の支援 

担 当 課 都市農業課            電話 ９７２－２４６６



－３－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 （拡充）自転車利用環境整備 草案頁 ６１頁 

予 定 額 ２６９，８１４千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

  名古屋市は、“自転車があらゆる場面で活きているまち” 

を目標とする「名古屋市自転車活用推進計画」を策定し、そ 

の目指すべき姿の実現のための施策の一つとして、「計画的 

な自転車通行空間の整備」を定めている。そこで、整備優先 

度の高い路線として「名古屋市自転車通行空間ネットワーク 

計画」約１１０㎞を策定し、整備を推進している。 

令和６年度からは、自転車交通量や自転車関連事故の多い 

路線のほか、特に自転車を観光に活用できる主要駅や観光地 

を結ぶ自転車通行空間ネットワークについての整備を推進す 

る。 

２ 内 容 

・自転車通行空間の整備 

担 当 課 路政部 自転車利用課       電話 ９７２－２８７１



－４－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 
（拡充）公共土木インフラの管理業務等に

おけるＤＸの推進 
草案頁 ６２頁 

予 定 額 ２４０，９５０千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

市民・事業者の利便性向上、職員の働き方改革を目的に、建 

設現場における手続きや局所管施設管理の電子化等のインフラ 

分野におけるＤＸを推進するため、システム基盤を構築すると 

ともに、オンライン申請、施設点検及び現場管理等の環境整備 

を行う。 

２ 内 容 

（１）システム基盤構築            （技術指導課) 

・土木積算システムの更新 

・建設ＣＡＬＳシステム改修 

・インフラＤＸ基盤システム構築 

・ＤＸの施策推進に係る基盤整備 

（２）オンライン申請等 

・道路占用許可等のオンライン電子申請    （道路管理課) 

・スポーツ・レクリエーション情報システム 

の再構築等                （緑地管理課) 

・愛護会管理台帳システムの検討      （緑地利活用課）

（３）ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ（施設点検）（緑地維持課）

・街路樹維持管理台帳システムの構築 

（４）ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ（現場管理）（技術指導課) 

・ＤＸの施策推進に係る環境整備 

担 当 課 

技術指導課            電話 ９７２－２８１３ 
路政部 道路管理課        電話 ９７２－２８４９ 
緑地部 緑地管理課        電話 ９７２－２４７２ 

 緑地利活用課       電話 ９７２－２４９２ 
 緑地維持課        電話 ９７２－２４９４ 



－５－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 （拡充）技術職員等の研修の充実 草案頁 ６２頁 

予 定 額 ９，３１２千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

建設に関わる官民双方の担い手確保、育成を目的に、各種技 

術系研修を実施するためのテクニカルセンター（仮称）の設置 

について検討を行う。 

また、インフラ分野におけるＤＸを推進するため、必要不可 

欠なツールであるＣＡＤ等の操作研修を実施する。 

２ 内 容 

・テクニカルセンター（仮称）の設置検討 

 ・ＣＡＤ等の操作研修の実施 

担 当 課 技術指導課            電話 ９７２－２８１２



－６－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 （拡充）なごやさい・伝統野菜のＰＲ 草案頁 ７２頁 

予 定 額 １４，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

地産地消の推進を図るため、なごやさい・伝統野菜の認知 

度向上と、都心部での農とのふれあいを目的としたイベント 

を実施する。 

２ 内 容 

・都心部において、なごやさいや伝統野菜を中心としたマル 

シェを開催 

担 当 課 都市農業課            電話 ９７２－２４６６ 



－７－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 （継続）堀川圏域の水質浄化 草案頁 ４０頁 

予 定 額 ２４，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

堀川・新堀川では、緑政土木局、環境局、上下水道局の三局 

が連携し、さらなる水質改善に向けた対策を進めている。 

令和６年度は、新堀川の新たな水源確保のため、堀川から新 

堀川への導水に係る検討を実施する。 

２ 内 容 

・堀川から新堀川への導水に係る検討 

担 当 課 河川部 河川計画課        電話 ９７２－２８２３ 



－８－ 

令和６年度主な施策等一覧

緑政土木局 

事 項 
（継続）東山動植物園の脱炭素化に向けた

取組み 
草案頁 ４１頁 

予 定 額 ３６，０００千円 

事業の概要 

１ 趣 旨 

国は２０３０年度には２０１３年度比で温室効果ガス排出 

 量４６％削減、２０５０年にはカーボンニュートラルの実現 

を目標とするなど、脱炭素化の動きが加速している。「生命 

（いのち）をつなぐ－持続可能な地球環境を次世代に－」を 

基本理念に掲げる東山動植物園においても脱炭素化に取り組 

むために、令和５年度にはエネルギー使用量等の現況調査を 

行っている。 

令和６年度は取り組みを推進するための基本計画を策定す 

る。 

２ 内 容 

・東山動植物園脱炭素化基本計画の策定 

担 当 課 東山総合公園 管理課       電話 ７８２－２１１１ 


